-お詫び- 

本誌との約束で仕事を進めて 
いだのですが、持病の腰痛に見 
舞われあえなくダウン。 

自身、ふがいなさを嘆<と同 
時に、ご迷惑をおかけしだこと 
深くお詫びします。 

-■予告- 

さてそこで、次号こそは間違 
いあるまいと踏み、現在書き進 
めている/つちから、数頁を抜き 
出し、予告とい/つ形をとらせて 
いだだきましだ。 

一扭号の連載を目論んでいます。 
何とぞよしなに……。 

0げ忠男 



































































つげ忠男『日本三文死集』次号、第一話「ある凍死 J ご期待ください。 



VI 


思わず 

くだらないと/ i 
咳かざるを ^ 
得なかったその\ 
ことが笑いを誘う 


いや不謹慎は 

百も承知である. 


いつだつたか 

某スポ—ツ新聞、社会面の 
片隅に載つていた記事から 
その場の光景を想像すると 
そんな具合なのだが 


他人が1 J 

くだらないと長嘆息 

するよラな〃死"は 
しかし世間には 
よくあるのだ…… 


あ、 

お早- 
ござい 

ます 


死は痛ましいが 
死に方は n ッケイ 
だ•…： 






















































